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S社株式取得価額 １億円

○ 平成２２年度税制改正前
現 金 ９億９，０００万円／S株式 ９，９００万円

／みなし配当 ４億９，５００万円
／株式譲渡益 ３億９，６００万円

○ 平成２２年度税制改正後
現 金 ９億９，０００万円／S株式 ９，９００万円

／みなし配当 ４億９，５００万円
／資本金等の額 ３億９，６００万円

○ 株式譲渡による益金
現 金 １，０００万円／S株式 １００万円

／株式譲渡益 ９００万円

自己株式の取得と資本金等の額の関連

自
己
株
式
取
得
の
処
理

法
人
が
自
己
の
株
式
を
取
得

等
し
た
場
合
に
は
、
資
産
に
計

上
す
る
の
で
は
な
く
、
取
得
等

を
し
た
株
式
に
対
応
す
る
資
本

金
等
の
額
（
取
得
資
本
金
額
）

を
取
得
等
の
時
に
資
本
金
等
の

額
か
ら
減
算
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
（
法
法
２
十
六
、
法
令

８
①
十
七
）
。
ま
た
、
取
得
等

の
対
価
の
額
か
ら
取
得
資
本
金

額
を
控
除
し
た
金
額
が
減
少
す

る
利
益
積
立
金
額
（
み
な
し
配

当
）
と
な
る
（
法
令
９
①
十
二
）
。

こ
の
結
果
、
発
行
法
人
が
自

己
株
式
の
取
得
を
し
た
場
合
、

法
人
株
主
に
お
い
て
は
、
①
譲

渡
損
益
課
税
と
②
み
な
し
配
当

と
が
生
じ
、
法
人
株
主
は
み
な

し
配
当
に
つ
い
て
５０
％
ま
た
は

全
額
を
益
金
不
算
入
と
し
つ

つ
、
譲
渡
損
が
発
生
し
た
場
合

に
は
譲
渡
損
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
親
会
社
が
保
有
す

る
子
会
社
の
株
式
を
当
該
子
会

社
に
買
い
取
ら
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
受
取
配
当
等
の
益
金
不
算

入
規
定
を
活
用
し
つ
つ
、
株
式

譲
渡
損
失
の
み
を
実
現
さ
せ
る

と
い
う
節
税
ス
キ
ー
ム
が
存
在

し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
譲
渡
損
失
を

封
じ
る
た
め
に
、
平
成
２２
年
度

の
税
制
改
正
が
行
わ
れ
て
い

る
。

平
成
２２
年
度
税
制
改
正

平
成
２２
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
法
人
株
主
が
、
完
全
支
配

関
係
の
あ
る
他
の
内
国
法
人
の

行
う
自
己
株
式
の
取
得
に
よ
り

金
銭
等
の
交
付
を
受
け
た
場
合

に
は
、
み
な
し
配
当
に
つ
い
て

は
従
来
ど
お
り
受
取
配
当
等
の

益
金
不
算
入
の
規
定
が
適
用
さ

れ
る
が
、
譲
渡
し
た
株
式
の
譲

渡
原
価
の
額
を
譲
渡
対
価
の
額

と
み
な
す
こ
と
と
な
り
、
有
価

証
券
の
譲
渡
損
益
は
計
上
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
る
（
法
法
６１
の

２
⑯
）
。
こ
の
譲
渡
損
益
に
相

当
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
法

人
株
主
の
資
本
金
等
の
額
と
さ

れ
た
（
法
令
８
①
十
九
）
。

改
正
の
影
響

譲
渡
損
益
が
発
生
し
な
い
仕

組
み
に
す
る
改
正
に
よ
り
、
譲

渡
損
失
を
封
じ
込
め
る
と
い
う

趣
旨
で
あ
っ
た
が
、
他
に
も
影

響
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
以
下
の
事
例
を

検
討
す
る
。

〈
事
例
〉

Ｐ
社
は
以
前
Ｓ
社
の
業
績
が

思
わ
し
く
な
い
と
き
に
、
買
収

に
よ
り
全
株
を
取
得
し
、
そ
の

後
再
建
に
成
功
し
業
績
が
回

復
。
こ
の
度
Ｓ
社
株
式
を
外
部

に
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
売
却
す
る

と
譲
渡
益
が
生
じ
て
し
ま
う
た

め
に
、
Ｓ
社
の
ほ
と
ん
ど
の
株

式
９９
％
を
取
得
し
、
そ
の
後
に

残
っ
た
１
％
の
株
式
を
外
部
に

売
却
す
る
こ
と
に
し
た
。

親
会
社
Ｐ
は
完
全
子
会
社
Ｓ

の
株
式
１
０
０
万
株
（
一
株
当

た
り
の
取
得
価
額
を
１
０
０
円

と
す
る
）
の
う
ち
、
９９
万
株
を

９
億
９
０
０
０
万
円
（
一
株
当

た
り
１
０
０
０
円
）
で
完
全
子

会
社
Ｓ
に
自
己
株
式
取
得
さ

せ
、
そ
の
後
に
１
０
０
０
万
円

で
Ｘ
社
に
売
却
す
る
。

こ
の
場
合
、
親
会
社
Ｐ
に
お

い
て
、
１０
億
円
で
Ｘ
社
に
売
却

す
れ
ば
９
億
円
が
売
却
益
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
自
己
株
式
で
購
入

後
に
１
０
０
０
万
で
売
却
す
れ

ば
売
却
益
は
９
０
０
万
円
で
済

む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
は

①
み
な
し
配
当
が
４
億
９
５
０

０
万
円
生
じ
益
金
不
算
入
と
な

り
、
②
株
式
譲
渡
益
の
３
億
９

６
０
０
万
円
は
資
本
金
等
の
額

の
増
加
と
な
り
、
Ｐ
社
の
払
込

資
本
の
増
加
と
な
る
。

資
本
金
等
の
額
の
増
加
は
、

益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
な
い
た

め
（
法
人
税
法
２２
条
２
項
、
５

項
）
、
親
会
社
Ｐ
に
は
株
式
譲
渡

益
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
こ
と

に
な
る
。

グ
ル
ー
プ
税
制
と
の
適
用
関
係

１
０
０
％
グ
ル
ー
プ
内
の
取

引
に
つ
い
て
譲
渡
損
益
の
繰
延

べ
を
認
め
る
規
定
（
法
人
税
法

６１
条
の
１３
第
１
項
）
と
、
完
全

支
配
関
係
に
あ
る
内
国
法
人
間

で
の
自
己
株
式
の
取
得
に
つ
い

て
、
譲
渡
損
益
の
切
捨
て
を
認

め
る
規
定
（
法
人
税
法
６１
条
の

２
第
１６
項
）
の
い
ず
れ
が
優
先

的
に
適
用
さ
れ
る
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
法
人

税
法
施
行
令
１
２
２
条
の
１４
第

２
項
に
よ
り
、
ま
ず
、
法
人
税

法
６１
条
の
２
第
１６
項
に
従
い
譲

渡
に
係
る
対
価
の
額
が
原
価
の

額
に
相
当
す
る
金
額
と
さ
れ
た

上
で
、
法
人
税
法
６１
条
の
１３
第

１
項
（
グ
ル
ー
プ
税
制
）
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
法
人
税
法
６１

条
の
２
第
１６
項
の
適
用
に
よ
り

法
人
税
法
６１
条
の
１３
第
１
項
の

「
譲
渡
利
益
額
」
ま
た
は
「
譲

渡
損
失
額
」
は
ゼ
ロ
と
な
り
、

法
人
税
法
６１
条
の
１３
第
１
項
の

規
定
に
よ
っ
て
譲
渡
損
益
が
繰

り
延
べ
ら
れ
る
余
地
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
完
全
支
配
関
係

に
あ
る
内
国
法
人
間
の
取
引
の

中
で
も
、
自
己
株
式
の
取
得
に

つ
い
て
は
、
他
の
取
引
と
は
ま

っ
た
く
異
な
る
課
税
関
係
と
な

る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
「
繰
延
べ
」
で
は
な
く

「
譲
渡
損
益
が
計
上
さ
れ
な

い
」
こ
と
と
な
っ
た
理
由
を
、

「
平
成
２２
年
度
版
改
正
税
法
の

す
べ
て
」（
大
蔵
財
務
協
会
）

２
３
４
頁
で
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。『
グ
ル
ー
プ
法

人
が
一
体
的
に
経
営
さ
れ
て
い

る
実
態
に
鑑
み
、
発
行
法
人
に

対
す
る
株
式
の
譲
渡
及
び
こ
れ

と
異
な
る
み
な
し
配
当
の
発
生

の
基
因
と
な
る
事
由
の
発
生
も

グ
ル
ー
プ
内
法
人
に
対
す
る
資

産
の
譲
渡
に
変
わ
り
な
い
こ
と

か
ら
、
・
・
・
「
１
０
０
％
グ

ル
ー
プ
内
法
人
間
の
資
産
の
譲

渡
損
益
等
」
と
同
様
の
考
え
方

に
よ
り
、
譲
渡
損
益
を
計
上
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で

す
。
た
だ
し
、
税
法
上
、
自
己

株
式
は
資
産
で
は
な
く
資
本
の

減
算
項
目
と
し
て
、
取
得
と
同

時
に
消
却
し
た
か
の
よ
う
な
処

理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

譲
渡
損
益
の
繰
延
べ
で
は
な

く
、
譲
渡
損
益
を
計
上
し
な
い

こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。
』

譲
渡
損
益
の
非
計
上
と
資
本
金
等
の
額

譲
渡
損
益
に
該
当
す
る
金
額

は
、
上
の
算
式
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
が
、
株
主
に
お
け
る
資

本
金
等
の
額
の
減
算
項
目
と
な

る
（
法
令
８
①
十
九
）
。

す
な
わ
ち
、
譲
渡
原
価
と
譲

渡
対
価
と
の
差
額
（
譲
渡
損
益

相
当
額
）
を
株
主
で
あ
る
法
人

の
資
本
金
等
の
額
に
チ
ャ
ー
ジ

す
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
譲
渡

損
益
と
し
て
処
理
し
て
い
た
も

の
が
、
株
主
の
資
本
金
等
の
額

の
増
減
と
な
る
処
理
に
は
違
和

感
は
否
め
な
い
。
譲
渡
損
益
相

当
額
を
資
本
金
等
の
額
に
チ
ャ

ー
ジ
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

前
述
「
改
正
税
法
の
す
べ
て
」

（
２
３
６
頁
）
で
は
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

理
由
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
が
、
株
主
か
ら
の
払
込

金
で
あ
る
「
資
本
金
等
の
額
」

が
そ
れ
以
外
の
処
理
に
よ
り
、

増
減
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
利
益
積
立
金

額
と
資
本
金
等
の
額
の
混
同
は

生
じ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

譲
渡
損
益
の
取
扱
い

本
件
で
問
題
と
な
る
の
は
、

完
全
支
配
関
係
の
あ
る
内
国
法

人
間
で
の
自
己
株
式
の
取
得
に

お
け
る
株
式
の
譲
渡
損
益
が
繰

り
延
べ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

株
式
の
譲
渡
損
益
が
生
じ
な
い

と
さ
れ
る
点
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
完
全
支
配
関
係
の
あ

る
内
国
法
人
間
に
お
け
る
自
己

株
式
の
取
得
の
場
合
に
は
、
株

式
の
譲
渡
損
益
は
切
り
捨
て
ら

れ
、
将
来
に
お
い
て
も
課
税
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

平
成
２２
年
度
改
正
の
趣
旨
が

完
全
支
配
関
係
に
あ
る
内
国
法

人
間
に
お
け
る
自
己
株
式
取
得

に
係
る
株
式
譲
渡
損
の
実
現
の

防
止
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
株
式
の
譲
渡
損
が
生
じ
る

場
合
に
当
該
譲
渡
損
を
切
り
捨

て
る
と
い
う
対
応
で
も
十
分
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
完
全
子
会
社

に
自
己
株
式
取
得
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
①
み
な
し
配
当
と
②

株
式
譲
渡
益
が
生
じ
る
場
合
、

当
該
株
式
譲
渡
益
は
切
り
捨
て

ら
れ
、
将
来
に
お
い
て
も
課
税

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
そ

う
し
て
、
親
会
社
で
は
株
主
か

ら
の
払
込
金
で
あ
る
、「
資
本

金
等
の
額
」
が
増
え
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
。
資
本
金
等
の
額

と
利
益
積
立
金
額
を
、
厳
し
く

区
分
し
て
い
た
法
人
税
法
の
考

え
方
に
、
一
部
の
風
穴
が
開
い

た
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。

イ

従
前
よ
り
株
主
の
旧
株

の
譲
渡
損
益
課
税
が
行
わ
れ

な
い
合
併
又
は
分
割
型
分
割

で
被
合
併
法
人
又
は
分
割
法

人
の
株
主
を
合
併
法
人
又
は

分
割
承
継
法
人
と
す
る
も

の
、
す
な
わ
ち
手
仕
舞
い
型

の
組
織
再
編
成
に
お
い
て
、

実
質
的
に
そ
の
株
主
に
お
い

て
旧
株
の
譲
渡
損
益
相
当
額

が
資
本
金
等
の
額
に
チ
ャ
ー

ジ
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
み

な
し
配
当
事
由
に
よ
る
発
行

法
人
株
式
の
譲
渡
及
び
発
行

法
人
か
ら
の
金
銭
等
の
取
得

も
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
一
種

の
手
仕
舞
い
型
の
取
引
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
と
整

合
性
を
と
る
必
要
が
あ
る
こ

とロ

他
の
者
か
ら
の
株
式
の

取
得
に
よ
る
子
法
人
化
は
、

自
己
と
子
法
人
を
一
体
と
し

て
み
れ
ば
、
一
種
の
自
己
株

式
の
取
得
に
該
当
す
る
が
、

旧
株
主
に
対
し
て
配
当
課
税

が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、

そ
れ
は
資
本
金
等
の
額
を
原

資
と
し
て
取
得
し
た
の
と
同

様
の
課
税
が
行
わ
れ
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、

子
法
人
と
一
体
化
す
る
の
を

機
に
後
追
い
的
に
資
本
を
調

整
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

（
す
な
わ
ち
、
親
法
人
と
子

法
人
を
一
体
的
な
も
の
と
し

て
、
資
本
を
み
よ
う
と
す
る

も
の
と
も
い
え
ま
す
。）

成田 一正［日本橋］
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★１０００万円でX社に売却

９９％自己株式で取得
９億９０００万円

S 社

P 社

１００％子会社

S社資本金等の額
５億円（１００万株）
S社利益積立金額 ５億円

みなし配当等の額
＋

譲渡対価とされる金額
－

交付を受けた金銭の額及び金銭以外の資産
の価額の合計額

計算した結果がマイナスとなる場合には、資本
金等の額が増加することになる（前述「改正税法
のすべて」２３６頁）
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